
平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
平成30年度

以降
計

円 円 円 円 円 円 円 円

0 185,328 321,565 581,544 1,239,712 17,731,947 91,998,058 112,058,154

交付金額 10,000,000 10,000,000 0 10,000,000 0 20,000,000 62,000,000 112,000,000

市町村費 0 0

その他 0 0

運用益 0 2,499 4,954 12,079 8,980 3,812 25,830 58,154

合計 10,000,000 10,002,499 4,954 10,012,079 8,980 20,003,812 62,025,830 112,058,154

0 185,328 321,565 581,544 1,239,712 17,731,947 91,998,058 112,058,154

10,000,000 19,817,171 19,500,560 28,931,095 27,700,363 29,972,228 0 -
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基金残高

　平成24年度～平成33年度

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容
　衛星携帯電話３台（矢本地区、鳴瀬地区、宮戸地区）の維持管理費(基本料・通話料)及び防災備蓄用品（市内小中学校等
２５箇所に配備）である非常用食糧、飲料水、粉ミルク等の更新に伴う維持管理費に基金を充当するもの。

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知の
実施状況

事業の改善策及び今後の対
応

事業評価に際しての第三者
機関の活用の有無

【成果及び評価】
　この衛星携帯電話の整備により、災害等により電話等の既存の通信手段が途絶した際には、施設管理者が市災害対策本
部等と連絡を取るとともに、消防、警察、自衛隊等への救助要請を行うための通信手段が確保された。
　また、防災備蓄品の整備により、発災直後の生命維持や生活に最低必要な食料、飲料水、生活必需品等の物資や指定避
難所運営に必要な資機材を中心とした、発災から３日間に必要とする物資の計画的な備蓄が進められた。
　衛星携帯電話については、防災訓練（通信訓練）等の実施により、災害時における通信手段としての有用性（情報伝達の
確実性等）の確認を実施した。防災備蓄用品の維持管理については、維持管理業務の委託により通年による維持管理態勢
を構築しており、毎月の管理報告や随時連絡等により適切な備蓄用品の数量・品質・保管状況となっている旨を確認したの
で、目標である災害対応力の向上が図られたことを評価する。

【周知の実施状況】
　特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で整備したことを、市の広報誌・ホームページに掲載することにより、地域住民へ
の周知を行った。

  今後も継続事業として、衛星携帯電話の維持管理及び防災備蓄用品（非常用食糧、飲料水、粉ミルク等)の更新を計画して
いる。

　なし

補助事業の始期及び終期

事 業 費 及 び 交 付 金 額

付紙様式第２

事　　業　　評　　価　　書

　松島飛行場関連特定事業（防災に関する事業：東松島市地域防災維持運営事業）

　東松島市長　渥美　巖

　宮城県東松島市内

　本事業は、市の復興まちづくり計画 に基づく災害に強いまちづくりを実現するため、地域防災に係る維持管理についての
事業を行うものである。
　内容については、平成２５年に整備した衛星携帯電話（矢本地区、鳴瀬地区、宮戸地区）の維持管理費及び防災備蓄用品
（市内小中学校等２５箇所に配備）である非常用食糧、飲料水、粉ミルク等の更新に伴う維持管理費に基金を充当するもので
ある。
これらの事業は、東日本大震災のを経験を踏まえ、地域防災力の体制の確立を図るとともに、災害時も通話可能な衛星携帯
回線の維持運営及び防災備蓄用品の適切な維持管理を行うことで、災害対応力の向上を図るものある。


